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母親に手 を引かれて小学校の門を くぐつてか ら,も う14年 の年月が過ぎ去ってしまい

ました・

 人の運命は さまざまでごさい ますが。いか ような因果であ りましようか、私が栄養士へ

の道に入 りましたのは・ これといった根拠はないのであ ります。ただただ ア ミダ様のお導

きかと,他 に気にもかけず,少 しの煩悩を除いては、この上ない幸福な大学生活を送って

いるのであります。

 多少の肉体的苦痛な ら精神的満足に変 えてしまいます私達の年頃に,あ のべらぼ うに忙

しく,し か し考えかたによっては退屈 な小学校の栄養実習を遂行するとい うことは確に名

案でありましよう。苦痛を快楽にす りかえる精神作用は,私 が長年の苦心の結果会得 した

技術なんであ ります。

 今その時の栄養実習を思い起 しましても,栄 養士とい う見地か ら見た感想はすべてきれ

いさっぱりと忘れ去って,た だただ楽 しかったの一言にっきてしまいます。

 これでは小学校栄養実習の感想文を載せるためにペー ジをあけて待つていて くださる編

集長様に申しわけごさいません。

 そ こで恥を しのんで給食の ミル クを作った時の私の失敗を告白することに します。

 大 きな袋の底か らミルクの粉末 を取 り出すとい うことは非常に困難な仕事であります。

私の経験から見 ますと,そ の時に よく庄意 しなければいけないことは,お ちっいて,そ し

て ヒステ リーを起さないことです。 ヒステ)一 を起 して,ミ ルクの粉末 を取 り出 します と,

ミル クの粉が舞い上 り,そ れが鼻腔を通 りぬけ気 管支を刺激 し,一一時非常にむせて涙が出

るほど苦 しむことにな ります。その点に よく庄意 して,万 分の くるいもなく,ミ 〃 クs砂

糖,還 元油を計 り,次 に60度 前後に保たれたお湯を計 り取つておきます。

 さていよいよ ミルクを作る本番であります。調理のおばさんか らっいには うるさが られ

る程,何 度も何度も仕方を聞いて念には念を入れてや ります。 ミキサー一に定量のお湯を入

れ・ ミキサーを回しなが ら ミルク ・砂糖 ・還 元油を次々に入れ 墨2分 間回 し続け ます。そ

れを繰 り返 して,全 部をや り終えた ら.今 度はそれを80度 に まで温度を上げ,VCを 入
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れ ます。この時の温度は80度 以上に決 してしないように注意 しなければな りません。と

い うのは80度 以上ではVCが 分解するからであ ります。さあここまでは無事Y成 功しま

した。お待 ちどうさまです。失敗はこの次です。実際私も ミル クの作 り方など書いている

とねむ くなります。これも字数 を規定に までとどかすためです。

本当に今思い出 しても残念で しかたありません。各 クラスに分配する寸前でありました。

一本の髪の毛が不幸に も私の頭か ら,私 が熱心に失敗 しないように,細 心の注意をはらっ

て作つた ミル クの中に吸いこまれたのです。この時ほど心臓の音が大 きくなつたことはあ

りません。あまりの事の重大 さ1こおそれをな して,こ のまま誰にも言わないで,そ のまま

に しておこうと思いました。

 自分が栄養士を志ざす者であるということは除いてs人 間の本能でありましようか,そ

の時始めて,こ の ミル クを飲む五百名の子供を思い,そ の責任の重大 さをひしひしと感 じ

たのであ ります。その ことを思ったらぐずぐずはしていられません。私の全能力を出して

一本の毛を ミ〃クの中か ら探 し出さなければな りませんQい まだかってこれほど真けんに

物を探 した ことは決してあ りません。真剣 な人間にア ミダ様もお慈悲をかけて くだ さつた

のか,シ ヤクでくんで流 し出した ミ〃クの中に一本の毛が流れ出たのであ ります。私は細

心の注意力をもって巧みに拾い上げました。すると,ど うしたことで ごさいましよ う,そ

れは何 と,ミ ル ク入れの袋の縫い..で はありませんか。っ まり,私 は錯覚 を来たす程,こ

の仕事に真剣 に向い,少 々神経質になっていたのであ ります。

 もし私が将来栄養士になりましたなら,い えな らな くてもこの時の感激は.....生おぼえて

おこうと思っています 。
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